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着
工
に
向
け
準
備
が
進
む
阪
神
高
速
淀
川
左
岸

線
２
期
事
業
の
安
全
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
同
事
業
は
淀
川
左
岸
堤
防
に
高
速
道
路
を
埋

め
込
む
と
い
う
、
全
国
的
に
も
例
の
な
い
計
画
。

地
震
に
よ
る
液
状
化
で
堤
防
が
沈
下
す
る
可
能
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
、
日
本
共
産
党
の
辰
巳
孝

太
郎
参
院
議
員
は
地
元
の
住
民
運
動
関
係
者
と
力

を
合
わ
せ
、
国
会
で
追
及
し
て
い
ま
す
。

参
院
国
土
交
通
委
員
会
で

２
期
事
業
に
つ
い
て
質
問

す
る
辰
巳
参
院
議
員
＝
５

月
27
日

黒塗りだらけの「技術検討委員会」
の議事録

「中津リバーサイドコーポ環境を守る会」の廣瀬代表らの案内で、淀川左岸堤防を視察する辰巳参院議員＝５月24日

　

阪
神
高
速
淀
川
左
岸
線
は

湾
岸
線
と
新
御
堂
筋
ま
で
の

約
10
㌔
を
結
ぶ
自
動
車
専
用

道
路
。

　

昨
年
５
月
に
１
期（
大
阪

市
此
花
区
北
港
―
同
区
高

見
、
５
・
６
㌔
）が
開
通
。

２
期
事
業（
同
区
高
見
―
北

区
豊
崎
）は
、
06
年
度
か
ら

大
阪
市
の
街
路
事
業
と
阪
神

高
速
道
路
株
式
会
社
と
の
合

併
施
行
で
事
業
化
し
ま
し

た
。

　

総
事
業
費
１
３
３
０
億
円

の
う
ち
１
２
４
０
億
円
を
、

国
と
大
阪
市
が
負
担
し
ま

す（
２
０
２
１
年
４
月
供

用
予
定
）。

　

淀
川
左
岸
線
延
伸
部
計

画（
北
区
豊
崎
―
門
真
市

薭ひ
え

島
、
約
10
㌔
）は
、
大

和
川
線
や
近
畿
自
動
車
道

な
ど
を
つ
な
い
で
「
都
市

再
生
環
状
道
路
」
を
形
成

す
る
も
の
で
、
事
業
費
は

３
～
４
千
億
円
と
も
い
わ

れ
、
橋
下
徹
大
阪
市
長
や

関
西
財
界
は
開
発
推
進
を

声
高
に
叫
ん
で
い
ま
す
。

液
状
化
に
よ
り

堤
防
沈
下
す
る

　

２
期
事
業
沿
線
に
あ
る
大

阪
市
北
区
中
津
２
の
団
地

「
中
津
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー

ポ
」（
４
棟
、
８
６
８
世

帯
）。
住
民
で
つ
く
る
「
中

津
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ポ
環

境
を
守
る
会
」
は
２
０
１
２

年
に
２
期
事
業
区
間
の
淀
川

左
岸
堤
防
の
液
状
化
問
題
な

ど
で
橋
下
徹
大
阪
市
長
に
質

問
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
建
設
局
は
「
地
震

に
よ
る
液
状
化
に
よ
っ
て
、

堤
防
が
沈
下
す
る
と
想
定
し

て
い
ま
す
」
と
初
め
て
認
め

ま
し
た
。
こ
と
し
４
月
に

も
、
大
阪
市
と
阪
神
高
速
道

路
株
式
会
社
は
「
ほ
ぼ
す
べ

て
の
区
間
で
液
状
化
の
危
険

度
が
高
い
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　
「『
公
害
道
路
反
対
』
を
掲

う
事
業
が
あ
っ
た
の
か
」
と

た
だ
し
た
の
に
対
し
、
国
交

省
は
「
な
い
」
と
認
め
、
堤

防
と
一
体
と
な
っ
た
安
全
性

に
つ
い
て
技
術
検
討
委
員
会

で
議
論
し
て
い
る
と
説
明
し

ま
し
た
。

　

辰
巳
氏
は
事
業
化
に
あ
た

っ
て
大
阪
市
や
国
、
阪
神
高

速
道
路
株
式
会
社
が
迷
走

し
、
全
路
線
で
液
状
化
対
策

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
中
で
、
技
術
検
討
委
員
会

の
議
事
録
を
情
報
公
開
請
求

し
て
も
黒
塗
り
の
資
料
な
の

は
問
題
だ
と
し
、「
広
く
知

見
を
求
め
る
た
め
に
も
議
事

録
を
全
面
開
示
す
べ
き
だ
」

と
要
求
。
太
田
昭
宏
国
交
相

の
判
決（
こ
と
し
３
月
）
で

は
、「
率
直
な
意
見
交
換
や

中
立
的
な
意
思
決
定
が
不
当

に
損
な
わ
れ
る
」
な
ど
と
し

て
、
黒
塗
り
と
さ
れ
た
部
分

は
非
公
開
と
す
る
判
断
を
下

し
ま
し
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
「
液
状
化
対

策
は
不
可
欠
な
の
に
、
議
論

の
中
身
を
オ
ー
プ
ン
に
し
な

い
国
と
市
の
態
度
は
納
得
が

い
か
な
い
。
開
発
の
た
め
に

住
民
の
生
命
と
財
産
を
無
視

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
」
と
強
調
。
５
月
の
住
民

大
会
で
採
択
さ
れ
た
ア
ピ
ー

ル
で
は
、
議
事
録
の
全
面
公

開
、
２
期
事
業
の
環
境
対
策

や
市
民
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
し
た
河
川
管
理
、
地
震

・
津
波
対
策
を
国
・
府
・
市

に
求
め
て
い
ま
す
。

立
ち
ま
し
た
。
堤
防
の
中
に

ト
ン
ネ
ル
を
埋
め
込
む
の
は

安
全
上
問
題
だ
と
迫
っ
た
辰

巳
氏
。「
こ
れ
ま
で
こ
う
い

　

辰
巳
参
院
議
員
は
５
月
24

日
に
２
期
事
業
の
予
定
地
を

視
察
し
、
同
月
27
日
の
参
院

国
土
交
通
委
員
会
で
質
問
に

げ
て
40
年
以
上
運
動
し
て
き

た
こ
と
が
、
問
題
点
を
あ
ぶ

り
出
し
ま
し
た
」
と
語
る
の

は
、
代
表
の
廣
瀬
平
四
郎
さ

ん（
72
）。
専
門
家
で
つ
く
る

国
土
問
題
研
究
会
の
協
力

で
、
国
と
市
が
設
置
し
た
技

術
検
討
委
員
会
の
資
料
を
分

析
し
た
結
果
な
ど
に
基
づ
く

要
望
活
動
が
実
っ
た
と
い
い

ま
す
。委

員
の
発
言
は

黒
塗
り
だ
ら
け

　

一
方
、
技
術
検
討
委
員
会

の
議
事
録
を
情
報
公
開
請
求

し
て
も
、
開
示
さ
れ
た
文
書

は
委
員
の
発
言
な
ど
は
す
べ

て
黒
塗
り
。
廣
瀬
さ
ん
や
会

が
非
公
開
処
分
の
取
り
消
し

を
大
阪
地
裁
に
求
め
た
裁
判

は
「
検
討
委
員
会
の
議
事
は

原
則
非
公
開
。
公
開
の
範
囲

は
委
員
会
が
判
断
す
べ
き
も

の
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

老
朽
化
対
策
を

優
先
す
べ
き
だ

　

辰
巳
氏
は
阪
神
高
速
の
利

用
量
が
減
っ
て
い
る
中
で
、

さ
ら
に
左
岸
線
延
伸
部
計
画

を
進
め
る
の
は
無
用
だ
と
強

調
。「
延
伸
部
を
造
る
お
金

が
あ
る
な
ら
、
老
朽
化
対
策

を
優
先
す
べ
き
。
南
海
・
東

南
海
地
震
が
高
い
確
率
で
発

生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
盤
の
弱
い
と
こ
ろ
に
、
わ

ざ
わ
ざ
堤
防
の
中
に
高
速
道

路
を
造
る
の
は
、『
国
土
強

靭
化
』
ど
こ
ろ
か
『
国
土
軟

弱
化
』
だ
」
と
し
、
２
期
事

業
の
撤
回
と
中
止
を
求
め
ま

し
た
。

阪　神　高　速
淀川左岸線２期安全性おいてけぼり

淀川左岸線

財界〝延伸で環状に〟

堤
防
に
高
速
道
路〝
埋
め
込
み
〟

全
区
間
で
液
状
化
の
危
険

例
の
な
い
埋
め
込
み
式

「
強
靭
化
」ど
こ
ろ
か「
軟
弱
化
」

辰
巳
参
院
議
員
が
中
止
求
め
る


